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(主)成田小見川鹿島港線
事業区間 L=4.26km

大栄JCT

成
田
市
多
良
貝

（仮称） （主）成田小見川鹿島港線IC

成田国際空港

１．事業の概要
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起点 ：成田市取香

終点 ：成田市多良貝

延長 ： Ｌ=4.26㎞

幅員 ： W=25m（４車線）

道路規格 ： 第3種第2級

設計速度 ： 60㎞/h

全体事業費 ：54億円

（内、駒井野工区を除く)

なりた し たらがい

なりた し とっこう
（主）成田小見川鹿島港線の位置

計画横断図

事業箇所

凡例

事業中区間

4車線整備済
高規格幹線道路

計画

国道

県道

駒井野工区

L=1.10km

(完成4車線整備済)

天神峰工区

L=0.56km

取香工区

L=1.00km

川上工区

L=1.60km
至香取市

至成田市街

成田IC

成田SIC

新空港IC

成田JCT
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51

295

事業区間 L=4.26km

天神峰工区
L=0.56km

取香工区
L=1.00km

２．事業の進捗状況
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凡例

事業中区間

4車線整備済
高規格幹線道路

計画

国道

主要地方道

（仮称） （主）成田小見川鹿島港線IC

成
田
市
取
香

成田国際空港

写真①

駒井野工区
L=1.10km
(完成4車線整備済)

H17.3
2車線供用(暫定)

施工中 整備済

川上工区
L=1.60km

写真①

凡例

至香取市

至成田市街
至多古町

成
田
市
多
良
貝

全体事業進捗率
79%（事業費ベース）
全体用地進捗率

90%（面積ベース）
【令和２年度末予定】

新空港IC

成田SIC

成田IC

成田JCT

取香工区
駒井野工区
(天神峰トンネル）

天神峰工区 川上工区 合計

事業着手 平成21年度 平成11年度 平成7年度 平成7年度

用地
(面積ベース)

45% 100% 100% 96% 90%

工事 一部実施 一部実施 一部実施

事業
進捗率

35% 89% 90% 79%

　完成4車線整備済
  H17.3
  2車線供用（暫定）

事業完了目標：令和６年度
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３．社会経済情勢
（１）（主）成田小見川鹿島港線の周辺状況と事業の必要性
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出典：成田国際空港株式会社HP
成田空港周辺地域づくりに関する「実施プラン」

交通量が２倍

■交通量

51

295

408

296

大栄JCT

成田SIC

成田IC
成田JCT

野毛平工業団地

事業区間

貨物ターミナル地区

空港南部工業団地

新成田市場
移転予定地

成田国際空港

大栄工業団地

（仮称） （主）成田小見川鹿島港線IC

(仮称)国道296号IC

至香取市

至多古町

至成田市街

・ 本路線沿線には、空港貨物等を取り扱う物流企業が進出しており 、空港周辺の工業団地との
アクセス道路として機能している。また、現在整備が進められている圏央道（大栄-横芝間、R ６
年度開通予定）の I C も計画されており、将来の交通需要に対応していくため４車線化整備を行
うものである。
・成田空港では更なる機能強化に向けた計画が進められており、本路線の交通の円滑化に対す
る要請は今後より一層高まっていくものと考えられる。

■成田空港の更なる機能強化

現状の施設規模等
更なる機能強化時に
必要となる施設規模等

備考

年間発着容量 30万回 50万回 R1実績：26万回

滑走路
A滑走路 4,000m
B滑走路 2,500m
C滑走路    -

4,000m
3,500m（延長）
3,500m（新設）

延長、新設
R10年度末目標

旅客数 4,000万人 7,500万人

貨物取扱量 200万トン 300万トン

空港内従業員 4万人 7万人

凡例
事業中区間

4車線整備済
高規格幹線道路

計画

国道

主要地方道

空港拡張地域

工業団地

物流企業

新成田市場予定地

※整備前：H27センサス、 整備後：R12推計

新空港IC
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３．社会経済情勢
（２）現道の状況

事業区間 総延長：4.26km

成田国際空港

完成4車線整備済

2車線供用(暫定）

凡例

事業区間

4車線整備済

高規格幹線道路

計画

国道

主要地方道

（仮称）新田入口交差点

混雑度：交通容量に対する交通量の比
混雑度＝ 交通量(台/12h)

交通容量(台/12h)

主要渋滞箇所は、渋滞関係データから渋滞が多発している箇所を抽出し、周辺住民や

民間事業者、道路管理者の意見を踏まえた上で特定されている。

至香取市

至多古町

至成田市街

渋滞長出典：H27.1.28（水） 県調査

（仮称） （主）成田小見川鹿島港線IC

写真②

写真②

・本路線の現在の交通量は約1 2 , 0 0 0台 /日であり、平均旅行速度は2 4 . 3 k m / h （混雑度 1 . 1 1 ）
と県平均3 2 . 6㎞ / hを下回っている。
・ 特 に 、 ( 仮 称 ) 新 田 入 口 交 差 点 で は 、 右 折 車 線 が 無 い た め 、 朝 ( 7 時 台 ～ 8 時 台 ） 及 び
夕（ 1 7時台～1 8時台）の通勤時間帯に右折車に起因する渋滞が発生している。

（※ R 2 . 2 に 右折レーン ( 暫定 ） を設置 ）

出典：H27道路交通センサス（交通量、混雑時平均旅行速度）より算出

写真①

写真①
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（３）交通事故の発生状況

３．社会経済情勢

■死傷事故率（H25～H29）

■事業区間の死傷事故件数（H25～H29）

・事業区間の平成２５年～２９年の５年間の交通事故は年平均で１０件発生。
・死傷事故率は５９．６件/億台キロであり、県平均（主要地方道）の４９．１件/億台キロを上回っ
ている。
・渋滞が発生要因の一つである追突事故の割合が約９割を占めており、対向車線へのはみ出し
による事故も発生している。
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【死傷事故率とは】

・１台の車が一定距離走行する間に事故に遭う確率を指す。

・死傷事故率（件/億台キロ）＝年間死傷事故件数／
走行台キロ（年間交通量×走行距離）

事故発生箇所

追突

出合頭衝突等

人対車両

事業区間 総延長：4.26km

成田国際空港

■事故類型（H25～H29）

出典：ITARDAデータ（H25～H29)

追突
41件
86%

人対
車両
3件
6%

追突事故が

約９割

約１．２倍

出典：公益財団法人 交通事故総合分析センター

出会頭
衝突等
4件
8%

（仮称） （主）成田小見川鹿島港線IC
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■費用および便益算定の前提
基準年次 ：令和２年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

道路整備に
要する事業費

道路維持管理
に要する費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）

４．事業の投資効果
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（１）費用便益比の算定

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ

平成３０年２月
国土交通省

道路局、都市局

デ
フ
レ
ー
タ



４．事業の投資効果
（２）便益の算定方法

9

交通流の推計

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

事故減少便益

＝道路整備無の走行経費 － 道路整備有の走行経費

＝道路整備無の走行時間の価値 － 道路整備有の走行時間の価値

＝道路整備無の交通事故損失額 － 道路整備有の交通事故損失額

総便益（Ｂ）

道路整備の有無によるそれぞれの交通量、走行速度等を推計

DO DO

整備無（without） 整備有（with）

（without） （with）

（without） （with）

（without） （with）



４.事業の投資効果
（３）費用便益比の算定結果

今回評価（Ｒ２） 備考

費用便益マニュアル 平成３０年２月版

対象延長 ４．２６ｋｍ

基準年次 令和２年度

供用予定年次 令和６年度 圏央道（大栄-横芝間）開通

分析対象期間 供用後５０年

基礎データ
平成２２年度
道路交通センサス

R12推計交通量 ２３７（百台／日）

総便益（Ｂ） ２９２億円

総費用（Ｃ） ７４億円

Ｂ／Ｃ ４．０

B/C
について

今回評価（Ｒ２） 備考

事業費 ５４億円

事業費
について

10



【事業全体】

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

２７１億円 １５億円 ５億円 ２９２億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

４．０
７１億円 ３億円 ７４億円

４．事業の投資効果
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（４）費用便益比

【残事業】

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

２７１億円 １５億円 ５億円 ２９２億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

２４．１
９億円 ３億円 １２億円

基準年：令和２年度注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。



■旅行速度の向上
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４．事業の投資効果
（５）整備効果（走行時間短縮便益、走行経費減少便益)

・交通の円滑化が図られ、事業区間の旅行速度が向上し、大栄工業団地から成田
空港までの所要時間が約４分短縮され、物流の効率化へ寄与する。

成
田
空
港

整備前

整備後

約18分

約4分短縮

約14分

大
栄
工
業
団
地

※整備前：H27センサス速度 整備後：R12推計より算出

■所要時間の短縮

国道295号

新空港自動車道

大栄JCT

成田国際空港

成田新産業パーク

出典：平成29年工業統計調査
産業別事業所数（大栄工業団地）

大栄IC

神崎工業団地

輸送ルート

野毛平工業団地

24.3

40.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

整備前 整備後

（km/h）

約1.7倍食料品

製造業

37%

パルプ・

紙 25%

プラス

チック

12%

輸送用

機械

13%

金属製

品 13%

※整備前：H27センサス速度 整備後：R12推計より算出

貨物ﾀｰﾐﾅﾙ地区

事業区間

（仮称）（主）成田小見川鹿島港線IC

新成田市場
移転予定地

大栄工業団地

凡例

高規格幹線道路

計画

国道

主要地方道

工業団地

物流企業

新成田市場予定地

成田JCT



事業区間 総延長 4.26ｋｍ

４．事業の投資効果
（６）整備効果（交通事故減少便益）

・交通混雑の改善により、追突事故の減少や、中央分離帯の整備により、対向
車線へのはみ出し等による重大事故の防止が期待される。

事業中区間

4車線整備済

高規格幹線道路

計画

国道

県道

（仮称） （主）成田
小見川鹿島港線IC

■現道の状況（２車線道路）

写真①

写真①

■整備後（中央分離帯の有る道路）

写真②

完成4車線整備済

2車線供用(暫定）

写真②
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■中央分離帯の整備



緊急車両

緊急車両

緊急車両

・緊急輸送道路２次路線に指定されており、現道２車線では道路の閉塞が起きやすく、脆弱である。
・４車線化に伴い緊急車両の走行スペースが確保されるなど緊急輸送道路の機能強化に寄与する。

（７） 緊急輸送道路の機能強化（便益の算定に含まれていない効果）

４．事業の投資効果

成田市役所

成田赤十字病院

国道295号

国道409号

事業区間

■緊急輸送道路の状況

14

緊急輸送道路

１次路線

高規格幹線道路等

一般国道（指定）

一般国道（指定外）

県道等

２次路線

一般国道、県道等

供用 計画

出典：千葉県緊急輸送ネットワーク図（平成31年3月）

大栄JCT

市役所

第三次救急医療機関

指定緊急避難所
及び指定避難所

凡 例

十余三運動施設

成田高等学校

成田国際文化会館

遠山小学校

遠山中学校

川上小学校

成田IC

成田SIC

新空港IC

写真①

写真①

（仮称）
（主）成田小見川鹿島港線IC

２車線では道路の
閉塞が起きやすい

緊急車両の走行スペースを
確保しやすい

４車線化

通行不能

通行可能

通行可能

国道408号

成田JCT



（８）地域医療サービスの向上（便益の算定に含まれていない効果）
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４．事業の投資効果

・ ４車線化により、緊急車両が通過しやすくなり、香取市栗源支所から第３次
救急指定病院である成田赤十字病院までの搬送時間が約4分短縮される。
・ 搬送時間の短縮に伴い、重症患者の救命率向上 （死亡率 8 4 % → 8 1 % ） が
期待される。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1 10 100
時間経過（分）

死
亡
率
（
％
）

心臓停止 心臓停止 多量出血

開通後約81％

開通前
約45分

開通後
約41分

開通前約84％

カーラーの救命曲線による死亡率
（起点：香取市栗源支所）

※H27センサス速度及びR12推計より算出

■搬送ルート ■搬送時間の短縮

国道295号

新空港自動車道

（仮称）(主）成田小見川鹿島港線IC

富里IC

香取市
栗源支所事業区間

成田赤十字病院

整備前・後

大栄JCT

成田市消防本部
（R2.8ヒアリング）

高速道路

計画

国道

主要地方道

凡 例

搬送時間短縮により

重症患者の救命率が

３ポイント向上
ほぼ毎日、事業区間を緊急搬送で走行してい

ますが、路肩が狭いため、朝夕など両方向とも渋

滞している時間帯は追い抜きができないことがあ

ります。4車線化されれば追越しも容易になり、現

場到着時間も短縮できるため、早期の4車線化の

実現を希望します。

成
田
赤
十
字
病
院

整備前

整備後

約45分

約4分短縮

約41分

香
取
市
栗
源
支
所

国道408号

成田JCT



６．コスト縮減
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５．コスト縮減

• 新技術・新工法の積極的な活用を図り、

コスト縮減に努めながら、引き続き事業

を推進していく。

コスト縮減への取り組み



○費用便益比（Ｂ／Ｃ）⇒『４．０』

○整備効果

・ ４車線化による交通円滑化

・ 交通混雑の改善及び交通を分離することによる交通事故の減少

【便益の算定に含まれていない効果】

・ 緊急輸送道路の機能強化

・ 救急医療機関への搬送時間短縮による救命率の向上

○事業の進捗

事業完了目標を設定し、着実に事業を推進している

６．対応方針（案）

事業を継続し、効果の早期発現を目指す
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